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お質いあばいただき、まことにあり力乂:ラござ 
いました。 

正しくお使いいただくために、この巧巧説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読み(こなった後ちお使いじなる方がい 
つでち見られる所に「保証書」，「工事説明書」 
となに大研に保管しでくださし、。 
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A 警告 



KEROSENE ONLY 


ガソリン使用禁止 
使巧燃料：な油 


A 警告 


給が気筒を必す 
点検しでください 




口 



口 






ガソリン厳禁 

ガソリンなど擇発性の高いミちは、總巧に使巧 
しないでください。乂おの原因になります。 


么警告 (WARNING) 

證気筒-膺、ホース)一 W 

:、總巧に使巧 I KjJJ 給が気筒（管、ホース）び外 
I になります。 ま使巧しないでください。 


給排気筒トップ閉そく危険 

給排気筒トツプの周りび雪でふさびれ 
たままで倭用しないでください。ふさ 
びれでレるとさは、膝雪しでください。 
また、板などじよる「雪囲い J は給が 
気の妨げ I こなるのでおやめくださし、。 

聞そくしでいると運転やに排巧スわぐ室 
巧にちれで、危険です。 I 

温風吹出口をふさげない 

巧類、紙などで温風の化□や空気お 
入□をふさびないでくださし、。 

巧類、紙などでふさぐと、乂がの原^ 
因(こなります。 ^ 

低温やけどにま意 

長時間皮膚の同じ場所(こ雜れないで 
くださし、。 

比較の低い温度でち低湿やけどや脱/ 
水症がの原因となりまず。 Zl 


_0 


臟 


證気筒膺、ホース ） mm • 

給が気筒（管、ホース）び外れたま 
ま使巧しないでください。 

がれでいると運輯中に排乃スび室內 
じちれで、危険です。 d 

お挑気筒卜 V プにはを網などは側说い 

給が気筒トップには、虫よけのため 
の畫網などは巧けないでください。 

給排気の妨げ(こな0、異黨燃焼を起 
こし排ガスび室のに漏れる巧能'性が 
あ〇危膜です。 i 




0 巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使/ 


巧類などの乾燥には使巧しないで 
ください。巧類か4慧下しで乂がつ 
き、乂おの原西になりまず。 



五 


スプレー宙厳禁 を 

スプし一定や力たットこんろ一み、:乂お d // 
巧ボンベなどを、識の狀 gmaJ ^ / / 
るところに放置しないでくだ心 
さい。熱で左の圧刀び上がり、爆発しで危険です。 


ミ習％) 


カーテン • 可燃物近接禁止 

力ーテンや燃えやすいものを 
近づけないでください。 

火ぶび発をするおそれびありグな 
ます。巧燃物との離隔距離(こ 
ついでは標華据元巧け図例 W 

(26 ページ)を参照しで < ださい。 ' 


么注意 (CAUTION) 

m ± //八 [鈴脈消义 

/[ / I / V V 給油は、必す消义してからお 
^ こなつでください。 ^ 

乂ぶのおそれびあります。1 




巧 








カーぺッ トのはがれにを意 

カーぺットがすれたりめくれた 
まま使巧しないでください。 

巧ノ\ネルに直接離れるとやけど 
のおそれがあります。 


油漏れ確認 

'庙タンク-ゴム製送油管-接含部およ 
び機器などからのな巧漏れがないこと 
を確認の上ご使用ください。 

^でもび漏れでいると义おのおそれがあります。 



循環液 mm • おま觀の保管む主意 


幼巧の手の届かない巧に保管 
しでください C 

万一、飲んだ場含には吐かせ 
で、医師の診断を受けでください。 



シスターンの水位にま意 r \ 

循環水は、上限水位な上入れないよ5 
注意しでください。 

あふれる場をびあります。 


么ミま意 (CAUTION) 


異常時使用禁止 

巧一異常を感じたときは、使 
用しないでください,: 

裏常燃焼のあそれか'あります。 



分解修理の禁止 

巧障-破損したら、使南しな 

いでください e 

不完をな修理は、危険です。 



高温部接自も禁止 

燃烧中や消火直後は、高温部 
(ストーブ前面のブ IJ ルの周辺 
や枠上部前面など）給排気筒 
トップに字などふれないで 
ください。やけどのおそれが'あります。 





温風に直接あた5ない 

温風に直接長時間あたらない 
で < ださい。 

低温やけどや脱水症がじなる 
おそれが'ありまず。 



腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上(このったり、腰をかけたりしないで 
ください。機器の故曠ややけどのおそれびあります。 

機器の上に巧びんやかを入れたちのなどを置かない 
でください。水が力、かると漏電や故蹟のおそれび'あ0まず。 


0 


電源コードを傷めない 

雲源コードに無理な力を如えた 
り、物をのせたりしないでくだ 
さい。また.，電源プラヴを抜く 
とぎは、コ…ドを持つで引さ 
抜かないでください。乂がや感電の原因になります。 



改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。また、スI-ーブ 
や給排気筒には床暖房苗の熱交換器などを取りが 
けないでください C 

义がや排ガスが室のにちれる原因となり危險です。 


0 


電源プラグは確実に差しこむ 

電源ブラヴはコンじントに根元まで確実(こ差し 
こんでください。また、傷んだプラグやゆるんだ 
コンたントは使巧しないでください。 

义がの原因になります。 

めれた字での抜き產しはしないでください。 
感電の原因じなります。 



長期間使巧しないとさは電源プラグを巧< 

長期間使巧しないとき又は保管するとぎは、必す 
電源プラグをコンたントから抜いでくださし、。 

火災やす想しない事故の原因になりまず。 




指や棒を入れないで 

温風吹お□や空気取入れ□などに指や異物を 
入れないでください。 

クガや乂災の原因になりまず。 


0 


電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源ブラグを抜き、ほこりおよびを属 
物を陈ましでください。 

ほこり力でこまると湿気などで絶縁不良になり乂災 
の原因になります。 


〇 


フィルタをはずしての運き5禁止 

巧流巧送風磯のつィルタをはすしたが態で運転し 
ますと、カーテンなどを善きこんで义ぶになるお 
それがあります。 

聋を聲ぶを鸣と【迎谭を聲遷蜡逆鸟野心 

電源の接続 

電源は適圧配線された筆ホ§100 Vのコンたントむ 
がは使巧しないでくださし、発熱，発乂の原園に 
なります。雲源コードは、途中で接続したり、延 
長コードの使用*他の電気器真との夕3足配線を 
しないでください。発熱•発乂の原因じなりまず。 


0 


変質な油禁止 

変質な油、不純な油（巧れたなミあ、がの混じつ 
でいるなミをなど）を使巧しないでください。 
異常燃焼のおそれがありまず t 


0 


巧油の保管 

な油は、乂気、雨が、ごみ、高温および直射曰が 
をさけた場所に保管してください。 

乃ソリンなどといっしょじ保管しないでくださし、。 
誤って使巧すると異萬燃焼や乂おのおそれがあります。 


〇 


® | 初めてお使いになるときのま意 A 

I 巧めでお使いになるときは、醒蓮料などび焼き 
I巧くまで煙と臭いび出ます。しばらくの間、窓を 
あけで部屋の換気をおこなつでくださしV, 

また、小鳥やル動物などじ影響する場含び考えら 
れまずので、この間は部屋に入れないでください。 







A ミま意 ( CAUTION ) 

給排気筒付巧の可燃物近接禁止 

給排気簡トップの近く(こ、0油やす燃物など 
引义のおそれのあるちのを置かないでください。 

义巧のおそれびありまず。 

V 

—^ 

口 

1 

0 

Imi ! 111111 
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お願い （ NOTICE) 

機器を廃棄するときの注意 

ストーブを屏棄処分するとぎは、定ミ由面器の巧組を 
巧ぎおつでください。 (1 9ページ） 

巧ミあを入つたまま廃棄するとリサイクルの際に 
思わめ事故になるおそれか f あります。 

し 

丹油の廃棄 

巧'油の廃棄処分は、な巧をお買いぶめ(こなった 
販売店にご相談ください。 

! 

J 


国使用ずる場所 

ストーブをまを(こ使巧するためには、爆巧の選定び大のです。 

ま全に使用ずるために 



•マントルピースなどに据えがける場合は、標華据え巧け例にしたびつでく 
ださい。に疫 "26 ページ） 


け票言び1500 m 总上の場所では使巧しないでください。高地で使巧される 
場合は調藝わ< 必要です。 

(空気の濃度び薄いため、燃焼に必雲な空気力ぶ不足します。詳しくは、ェ 


事説明書 


高地または延長給排氛で使巧の場含 


をご鬟< ださい。 



0 •湿室、飼育室、乾燥室などでは絶対使巧しないでください。 

•温室、飼育室など、動植物の育成熬培に使巧しないでください。 


効果的に使巧するために 


Is の下や壁面に設置 

•外気に接ずる窓の下や 
壁面に置くと、ち気が 
ストーブで暖められ、 

温風としで巧流しまず 
ので効索的です。 



お風の循環を巧ばないで 

がごを薪 韻戳軟泌哲な備疆に瞎害锁を表 
、かないでくださ'{お;:靖齡;:‘， 

を 障舊觀がおをとぉ部霞の遜寢(こむらがで 
きる曠かりでな葬;俸め漏廣が上昇し 

でな徐でず。 ち，、、、:，.' 



参温風吹出□側の空間をにくとれる場所を遺んでください。 


参ストーブ前面からはふく射熱がでますので、巧曙パネルとの距離を考慮しでくださし、。 
•温水配管の長さびできるだけ短くなるよラな位置にストーブを設置しでくださし、。 









画各部の名赖 

外観図 


:，.がががバみ沾もた町:.が.ぶふお掩:、が姑;醉::视斟巧み诚被ち姑な柳お巧おが蜡ぷ娜巧彼;拍始微触裕换な'城'':缺々锐斌がちが巧が朝がみ織う報巧み滅攝が^骑®てもを難え 




操作部 

(ウイングポケット） 
表示部 


定油面器リ t ットボタン 



フィルタ(空気巧入 □) 
給気ホース 
燃焼巧送風機(巧部） 
ゴム管 □ 

電源コード 


とつで 

-本巧固定轰具 

アクチュエータ(巧部） 
(リニアダンパ） 

-給が気筒 

熱交サーモ(丙部） 

熱交保護サーモ（巧部） 


循環ポンプ(内部） 


-却-一-給か□(内部） 
水位計 

エアー巧きバルブ 

‘溫か戻り □ 

( A 、 B 回路） 

'遍水往さ □ 

( A . B 回路） 


排気筒巧けお巧巧-- 
リード線 

ルームサーモ- 

構浩図 

が城巧触がみが;姑巧说城;端巧端がお徽与说ぶ姑が马滞;供 i 職おが南;が;助ぶおが端!巧みがおおががが W がもが琳ぶが抵^稱概姆猶^钻巧口でぷ與が媒艇がん’;..:-.:三-; 

過熱防止サ-モスタット(ち） 

過熱防止サーモスタット(左） 

巧流用送風機(內部） 

熱交換器(巧部）- 
巧熱器 

反身す板-- 

スケルトン- 

燃焼リング(内部） 

シスターンタンク 
フレーム□ッド- 
静圧ホースー 
ポットバーナ 
気化筒(巧部） 

サーモスタット 



表示サー吉スタ（巧部） 

プ U ント配線板 
点乂プラグ 
イヴナイタ 
電磁ポンプ 
スピーカ 
定油面器 

巧震白動消义装置(内部） 
送油管 










表示部の名称と働き 


X イラストは説明のためを部表示したが態にしであります。 


■ 「富靑お知らせ J のの客 

参通常の運輯操作（「点乂」•「消乂 M タイマーたツト」）をおこなうとき、夕專と同時(こ音青 
("点火しまず"•"消乂します"•"タイマ ー t ツトしました"）で操作が態をお知らせします。 


逢巧スイッチ 


巧ず （■) と運お(点乂）します t (ビ、シ富） 

ちう一度巧ず（里化消义します。ヴプ、ン富） 


点次表ホ(巧） 


運較スイッチをがしで!■入 K * ) にしたとき 
またはたース肖乂後に离点乂する際に点なし、 
運転(痛乂）します。 

着义確認後消のします。 


>き温設定ボタンで設定した室温をデジタル 
表示します。 

ストーブじトラブルが発をするとトラブル 
の状態び記号表示焰己診邮モニタ)されまず。 


巧定巧巧ま巧(青) 


床曝房運転畴じ点;口します。 

I 床溫謂節ボタンで設定した巧温を表示しまず。 

I をから3個旨のランプれ‘桶なした時は適湿 
設定になります。 





たーブお义表示(寄》 


’ たーブ遷転中に室温び設定温度より巧3で上异 
すると点巧し消乂しまず C 
’室温力ず設を温度じまでてがると消灯し、点乂動 
巧を始めます。 



点乂しまず 
燃焼中 


P お义ま巧(巧） 


たーブ消乂单 

消义します 


設を塞遍 

む 


liCi ^ 


通萬は現を時刻を表示します。 

タイマー運転時はタイマーたット時刻 
を表示します。 




■ 省電カスイッチを r 省電カモード J 
じしたとき、為なしまず。 

運転停止時に消費舉たびおおさ 
れでいることを表示しまず。 


たーブ逐巧ま巧ランプ(探) 



わーブ運拓中は点なし、解除すると消の 
します。 

室湿設定を10で （ F 点設定）じすると白 
動のじ它ープ運 K じなり点のします。 


■表示部の明るさ調節 

•時計調節スイ、ンチを「通常 J に含わせで「時」ボタンを巧しなびら「お」ボタンを禪す 
こと(こより、表示部の明るさを2段階に調節することび出来まず。 






























■ 「音靑お知らせ J の消音ちま 

•時計調節スイッチを「通萬 J に含わせで「時 J ボタンを巧しながら「たーブ運乾」 
ボタンを押すことにより、「音声お知らせ」を消音することび出来まず。 


ウィングボケット内操作部の名称と働き 


ぉ巧が错搬^お城姆巧ぞぶ强か沿.みをぶぶ.。拱ぶ、解あが神た城诚淵な操蛇裳嫌が綿輔が嘴が纖鞠'お巽端瓣端鄉蹤燃耀褐総厳驗織浦攒燃^^^^^^^^^^^^^^^^^^ミ 


r 音声お知らせ」の内容 ■操作音についで . 

>ウインヴポクットを輕く巧しこむと、ゆっくり •操作ボタンを巧すとフザー音びしまず。 
おできます。操作後軽く巧しもどすと□ックし ♦誤操作をずるとピピツ音がします。 

て止まります。 



-1スト^ブ床暖房！運乾と「ストーブ単独_1屢転 
をのりかえます。_ 


通かお□温度を約30〜70じの語西に設定します。 

■ 低 >• 1巨巧すたびじ設定:溫廈を下げるヴッ冒) 
•「高 j …1回巧ずたびに設定遍庭を上げる(ビツ琶) 


. f 営電でモードい•省電力表示ランブ(緑)が语 
巧し、運輯惇比時に表示部を消巧しで消費電力 
を 1 , W に節綻できます,， 

表示部が'消な中にいすれかのボタン操作で1分 
間の再表示をします。 

-「通常モード j •，，表示部は萬時点なしでいまず。 


が継続して表示されタイマー運乾が閒始され 
をす_ 

(タイマー表示び点なしなければタイマー運転 
は開始されません。） 

‘じット時劾になるとタイマー表示び消にし、現 
を時刻が表示されで宜動的に運転び閱验され 
ます。 

• 々イマー晋統の6這除 

: y ソをす甲9 k ゾソツ呂 J 仁ツつ y 一段化/ J ' 巧す阳*\ 

されます。 _ _ 





-乂力調節つまみを「き動パこずるとルームサー 
モによる室温設定に9〜15で、1 0 "C ( F 点設定)〕 



時刻の「お J を含わせるときに使います。 

時計調節スイッチの位置により1回のがしの進 
みちが異なります。 

一！-「時計含せ_1…おずつ変わります。 

■ [タイマー含せ」，’5がすつ変わります。 


’時刻の「時：!を含わせるときに使います。 


- f 時計舍せ J …現を時刻を合わせるときに r 時計 
含せ.値着にします。 

-「タイマー含せ_! ••タイマー t ツト時刻を含ね 
せるとき.—タイマー含せ J 位舊にします。 

. 「通萬；.‘‘巧を時刻やタイマーむ、ント時刻を含 
わせたら、通常使苗巧は「通萬：!に必すもどして 
ください。 


;撼渡 

‘、<•、、••、•、 


-1回巧すとじーブ運おを開始します。室溫が設 
定温度よ0—定温度上昇ずると消义し、一定遍 
度ほ下するとき動のに点火動作に入ります。 

-再度押すと、忆ーブ運範は解除されます。 





















国使用前の準備 


燃料 




燃料は必すな油 （ J に 1 号巧巧）を使用しでください。 

• 险警_告] ガソリンなど揮発性の高い、庙は、乂災の原因になりますので絶巧に使巧しないでください。 
参 应 J を 変質口巧、ちれた巧な、水の混じつでいるな巧などは、お巧に使用しないでください。 

參ま賽1口油は、必す乂気•雨か-ごみ.高遍および直射曰がをさけた場巧(こ保管しでください。 


巧油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけ 
ます。 

(火の気のない巧でおこなつでください。) 



の;巧は 
めれたまま 



巧ソリンは 
すぐをく 


変質り油•不純！な油とは •… 

• 


巧シープンよ 

長期間曰光に 

I 容器のふたび 

か，ごみやな 

り持ち越しの 

あたる巧や遍 

開けてあった0、 

油な外の油び 

巧油 

度の富い巧に 1 

乳白をのポリ 

ほんのわすか 


保富したな巧 

容器でな含し 

でを混入した 

〇| 

0 

たな;'を 

0 

巧油 

夕 

獲)媛|| 

媛!禾 


1 •溫 1 

h ぐ Z 11 でんから か.’‘ 


0 


•極度に変質したち 
のは、黄色巧びか 
つたり、すつばし、 
莫いびします。 

•必す好な相のポリ 
タンクをお使いく 
ださい。 

•巧ミ巧はシーブン中 
に使いきりましよラ。 


顏変蹟巧猶や不轉の雜を儀巧ずを担 •• r ; : パ 

♦迪の程廈じちよりますが、燃焼不度をおこしたり、スト*-'女の損傷を奠が、故障の原因にがります。 
垂水やごみが送巧経路に流れ.こみ、燃焼不段や着乂不良の原因にな0まず。パ 

■方ご•変貸なおや不純な證を演煩したときは ••• 

鲁お賣い求めの紙売疫または、お近くのつに!ナお客様ご相談窓□にご連繪ください。、 


ちま意！ 

参変鬟な迪、不純な胃原質で修理を巧賴されたときな、保總期南がでをお證の対象分となりまず。苗が 
♦を寫巧鴻な)雖環でお廚な巧傭含は、な油をお質いおをのお売を砖途巧談ください。 


給油 


ぉな^胃 ■給油の際の手順とま意 

•送'ぶバルブを聞じて給ミを□ふたをはすし、市販の給油器員で灯ミをを給油し 
でください。 

油龍計の針び[満 J をさしたら給油をやめでください。 

参給油□ふたを必すちとどおりに確実(こしめでください。 

•給巧の隙に、水、ごみなどを入れないよラ特にを意しでください。 

■給油口ふたは、確実に締めてください。 

■こぼれた'灯油はよ < ふさとって < ださい。 

■燃料切れのを意と空気巧きの方法 
ミ宙タンクを空にしないよラ注意しでください。 

鲁油タンクを一弓空にしますと、送ミ宙経路巧に空気がで:まり、正常に送ミ由か'できなくなることか*あります。 



，冶ミ由□ふた 
油量計 

送;苗バんブ 
水グージ 
水巧きバルブ 


このよラな場含は巧の順唐で空気抜きをしでください。 



1.ミ由タンク(こ給なします。 

2•ストーブのゴム管□から、コム製送油管をはすします。 

3•ゴム製送ミを管から油力《連続しで流れ化ることを確かめでからゴム製送油 
管をもとどおりにストーブ(こ巧り巧けまず。 

(油びこぼれないよラに容器を巧意しでください。） 






運輯開始前の準備と確認 


潑をを沒微巧報搬お被廠渐挪?為錦纖微庶溯なおお巧き樓潑を陪ミ战微ぶ巧瑶:与觸す辨紙巧がおをを;もぶ排おだな細がが巧縣聯が加がが;;;;ぶぶ叫;如辟,:-—ぶぶ站 


=なぶだむお y みか:'成おながみ斟锁=础おがのを怒 おな搭與裝辩撫 ;. 



■定油面器のセット、取扱上のを意 

ネ刀めて使用するときやシーズン初めには、ス I -ーブ正面ち下の定ミ由面器 
IJt ットボタンを巧しでください。 

ストーブ正面ち下の窓から見える定'油面器 Lit ットボタン（ホ色)を下へ 
巧し下げでください。 

♦リたットボタンは据え巧け時やシーズン初めに操作しまず。定油面器に 
強い衝擊をちえたり異常びあったとき必外は、特に操作する必要はあり 
ません。巧一、点乂操が後なミをび出すにモニタサイン圧 Jj または圧と J 
び表示されるような場含はリセットボタンをま甲しでください。 

参リじットボタンは乱暴に扳つたり、巧したままの状態には絶なじしない 
でください。 


■送油経路の油もれの確認 

•油タンクや送ミ由管の接含部などから油ちれ方すないかどラか確認しでください。 

■電気配線の確認 


参 I 么注意1電源プラクをコン t ントに根元まで罹実に差しこんでください。 

参電源コ—ドび給排気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 


IA 注意 I 電源プラグ-コードの発熱-発义を巧ぐために‘ ‘ ‘ 

:•電源は必す適正配線された単相10 0 V のコンじントを使用しでください。 

•擊源コードは、遠をで接続したり延長コードの使巧-他の電気豁賣とのタコ足配線をしないでください。 

•雲び発生したときは、電ミ部品を債傷するおそれびありまずので、電源プラグを〕ンたントから披いでくだざし、。 

■点火の要領と注意 


巧暖切換スイッチのセット 


•ストーブ単独で運輯する場舍は「ストーブ単独」に、ストーブ床暖房運転をおこなう場含は[ストーブ床暖」に 
巧暖切換スイッチをたットしでください。 


ストーブ巧暖房で運転する場を 


ストープ単独で運転ずる場合 





























循摄水の水位確認 


♦ 注意 1ストーブのを側面の水位計で、シスターンタンクの規定か量（上限水位と下限 

水位の間）まで循環か（コ□ナ床暖房巧循環液）び入っていることを確認しでください。 
循環液か 7 V つでいる場含は黄色になります。 

循環かは上限政上入れないよラにミ主意しでください。 

水位か'下限な下の場含は床暖房専巧補巧液を入れでください 


温水配管の水ちれの確認 


•ストーブ巧部や温水配管接含部から水ちれかすぶいか確認しでください。 

•巧暖パネルの温水配管の途中にバルブを取り巧けた場含は、必すバルフ"か'開いでいることを確認しでください。 

■運範中に床暖切換スイッチを操作した場合 

• HltMiiiiig 諸靡 …「ジュ叫とゆラ循環水の霖発音びすることがありますが異常ではありません。 
•陵 iii ^ iW & Plfeiiiii ^•僱環ポンブは本体巧部ち却のため約10分後に停止します。 


国使用方法（使い方) 

運転開始（点乂） 


ウインヴポクツト巧の乂力調節つまみで「有動運転 J と r 手動運輯」力*設定できます。 
ご希望の運転ちまでご使巧ください。 


If ) 

■义力調節「自動運転 J の場合 



乂力調節つまみを「自動」にあわせる 

•ルームサーモによる自動運転となり設定室温に自動調 
節されまず。 

ルームサーモはできるだけ部屋の温度を代表で妾る位 
置に取01すけて < ださい。 


ウイングポケット内の床暖切換スイッチ 
を r ストーブ床暖 J に合わせる 


運乾スイッチを巧して「入」にずる 

•"点义しまず"の音声と同時に「点火します」と「設定窒温」 
び表示されます。 

•そ熱び完3すると自動点乂し、表示び「燃焼中」じ変わる 
と温風びがます。 

参着火とともに循環ポンプカタ作動し、床暖房を開始します。 














乂力調節つまみを「自動 J にあわはる 

♦ルームサーモによる自動達輯となり、設定室温に自動調 
節されます。 

ルームサーモはでさるだけ部屋の温度をげ表できる位 
置に取り巧けでください。 


ウイングポケット巧の床暖切換スイッチ 
を r ストーブ単独」に合わせる 


運輯スイッチを押して「入」にずる 

• "点乂します"の富声と同時に「点乂します」と r 設定室温 J 
び表示されます。 

•予熱が'完3すると白動点乂し、表示び「燃焼中 j じ変わる 
と温風び出ます。 


♦着义時、放電實と同時に舊乂音を豬することびありますび、異常ではあ0ません。 

•点乂操作から放電(着火)棄では、約2お間でず。（窒温によりず熱膊間が多少変化します。） 

♦着义後遍風びお始めます。 

•運転スイッチを[入 J にしたとき、タイマー表示「表示時刻に選霸します」が点なずる壞会は、タイで一選輸と 
なりますのでタイマー t ットボタンを押しでタイマー運飯を解綠しでください。 


ストーブ単独運渡 


わ 


of 

ま 

魏 


in 



义 

集 1 


力 


調 

節 

Ml 

: 



][ 

庭船 

m 





室溫の調節（自動運乾） 

端鄉^纖攤嫌個織滞がか) W 細織補修が’料:み 

ウイングポクットのの火力調節つまみを「自動」に舍わせるとルームサーモじよる自動選乾となり、設定室遍に自勤 
調節されます。表示部に設定室溫 (22 で）が表示されますので次のよラに調節しでく ださし、。 



を却ブ達振] 


•室温設定ボタン「高め J を巧すたびに VC 上昇します。 

(上限29で） 

•「低め」对甲ずたびじ15でまでは rc すつてびり、15でからはいきな 
り icrc ( F 点設定）とな0ます。 

参10で設定の場含は白動的にじーブ運爾表示ランプび点なし、じーブ 
運転とな D ます。 

( 設定室温を15で政上に上げるとじーブ運転表示ランプ、 

\び消え、 t ーブ運輯び自動的(こ輯踪されます。 / 


ストーブ乂。調節「自動 j 運輯時に微少火ででち室温び設定室温より上昇ずる場含、設定室温より約3で上昇すると自動 
のに消乂し、設定室温まで下びると点义動作(こ入りまず。これをくり返すことによりむだな部屋のあたため過ぎを防ぎ 
ます。 




•室温設定ポタンにより希望の室温診定後、たーブ運転ボタンを巧し 
でください。じーブ運輯表示ランプび点巧し、たーブ運転となります。 
•じーブ運転ボタンを再度巧ずことによりたーブ運輯表示ランプか" 
消え、 t ーフ''運転解除となります。 
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1 . 特に温厦設定しない場含は、自動的に快適 マークの 位置（設定巧温 
表示の3つ目）(こ設定されます。 

2. 床温調節ボタンを押ずと次のよラに巧温調節でき設定巧温表示の 
ランプち移動点なします。 

•「制…1◎巧すたびじ設定温度を下げる 
•「高」 • • • 1回押すたびに設定温度を上げる 


にを意！ 

鲁床暖の混廈調節は、慶充（ホ媛パネんの表窗滤穫）の温棲謁節のためであり、識屋藥巧の邁援調節ではありま:= 
,せん。力^ぺジトの裹硬溢廣が熱乂なりずぎないよぅ使话ミ赛變には十がま意しを’ください。 


乂力調節 (手動調節一手動運乾） 

室温設定による自動運転の他に乂力調節つまみによるを勤乂力調節び巧能です。次のよラにしでください。 



>ウイングポクツト巧の乂力調節つまみを「微か」から「大」の間のご 
希望の位置に含わせでください。 

手動乂方調節つまみの設定火力で燃焼しまず。 


にミ主意] 

<陳暖房羅輸轉の事數乂方‘調節にクいで〉 

♦本ストーブの陳嗦誇鷄わな隹请乂なによ;っぞ攀化しまず。パネん敷養数び多い， 
壞眷义力識靖が槪ム化陳瞻バ丰ルが潑隶をな t にとがあります。お使いのパネ;: 
化敷蠢数をご確認み也‘す表を呂教こが棘巧鑛觀をしでご使沼くださし、。 

端;;.. :卿、:、; 微が解巧を巧おレ if 蜜数域巧蠢:蒙で 巧。,;')、、 

<パネル敷設曇数と火力調節つまみ位置の関係> 


火力調節つまみ位置 

微少 

ル〜 中 〜大 

燃焼表示 

■ 


パネル敷設薑数 

3 

4 〜 6 〜10 


■炎の状態 

ストーブの据え巧けや給が気简の設置条件でおは多少変化しまず。 

♦炎のが態は、薰い炎のホにかぐら力馈黄 をい...； 

•.輿‘(棘のが證じつでち囊常す(ま艇&棄おん。;;’ 


床暖パネルの温度調節 



ス トーブ床暖房運転の場含、循環水が設定痛度になるよラに自動的(こ温度調節されます。また、設定巧温表示(こ快適 
7—クびついでいます。快適マークは、床暖パネルのカーぺット表面をほぼ33〜34で傭暖パネル3薑の場含）に保つ 
循環水溫度を示しまず。ご参考にされると便利でず。 




床暖 
現を床遍 



快適マ—ク 
















運転停止（消义） 

茸な嘛搔柳;觀臟ミ挪棘をな;:如微だな離をがおぶ擲帛;鄉料池进燃瓣綱硝敵識;織^歴哑^減な;お鮮解 g 綿靴お':が;;觸が;み腊ぶおを姗 


(3 肖义順序) 



運乾スイッチを押して「切 J にする 

• "消火します"の音声と同時に、燃烧表示び消なし、「消乂します」 
び点なします。 

• 消乂後は本体の部び冷却するまで送風‘循環を継続し、約10分 
後に巧流巧送風機、循環ポンブか'停止します。 

(循環ポンプの運較はス I -ーブ床暖運輯のみ） 


•松注哥2曰な上家をあけるなど長期間使巧しない場合は、運転び完全(こ停止しでから電源プラグ 
をコンたントから巧いでください。 

♦外出のときは、必す運乾を停止（消乂)しでくださし V 

•達転停止後、燃焼室が苗却（消乂表示が消な）するまでは電源ブラヴを抜かないでください。 

もし、抜きますと、ストーブの表面温度び上昇しまず。 


現在時刻の合わせ方 

端投撫城わなぎ巧靴祥斯巧瓣撇お船ち说:さ;ち带；错;斯おおおだぶ淵ゴ巧錦寧詔も撫说 



1. ウイングポクット巧の時計調節スイッチを「時計含せ」にします C 
はじめで使巧するときや電源プラグを長時間巧いたときは、時刻表 
示は一：—•を表示します。 

2. 時計調節の「時 j ‘「分」ボタンを押しで現在時刻を含わせます。 


例:午前6時15分に含わせる場含 

©「時」ボタン对申しで"午前6:00•"じします。受)「分」ボタン对甲しで"午前6:15•"にします。 



3.必す時計調節スイッチを「通常」位置にもどしでくださし、。 



•な[利 Wh 

参必す時計調整スイッチび r 通常」になつでいることを確認しでください。 

参30砂が巧の停電であれば、再通電後も現を時刻を表示しまずので時刻含わせの必要はありません。 
それ料上の停電で時刻表示び一:を表示したら時刻をわせをおこなつでください。 
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タイマーの使用方ま 


■運転時刻の合わは方 



1•ウイングポクット巧の時計調節スイッチを「タイマー合せ」(こします。 

2. 時計調節の「時 j ‘「分」ボタンを巧しでタイマー点乂時刻を含わせま 
す。（「分」は5分ごとに動きまず。） 


例:午前6時30分に含わせる場含 

①「時」ポタンを巧しで"午前6 : 0 0" にします。 （ Dr 分」ボタンを巧しで"午前6:3 0" にします。 




3. 必す時計調節スイツチを「通常」位置にもどしでください。これで時 
刻表示には現を時刻力*表示されます。 


■タイマー運輯方法 



運乾入/の 




1 • 運耗スイツチを巧しで「入」にしでください。 

(燃焼中の場含はそのままです。） 

2•運転するときのご希望の塞温または、乂力(こ含わせでください。 

3•巧温調節ボタンで、巧暖温度をご希望の温度に含わせでください。 

(ストーブ床暖房運乾のみ） 

4. タイマーた、ジトボタンを押しでください。 

「タイマーじツトしました J の音声と同時(こ、時刻表示にタイマーじ 
ツト時刻び表示され、タイマー表示「表示時刻に運較します」び(燃 
焼中の場含は消乂表示(■消乂します j ち）点妊し、タイマー運輯じ入 
ります。 

(このとき本化巧部茂却のためが流巧送風機、循環ポンプ(ストーブ 
巧暖房運起のみ)が10分間運転します。） 


•タイマーじツト時刻になるまでは時刻表示にタイマーた、ジト時刻、タイマー表示 r 表示時刻に運転します」と 
タイマー運乾表示ランプび表示され続けます。 

•燃焼中にタイマーじットボタンを抑すとストーブは自動消火し、運転を厚止します。 


巨ま奇 
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タイマーのちミ嗦 

■タイマー 運おの角军除 



•タイマー t ツトボタンを巧します。 

タイマー表示び消なし、時刻表示に現创寺刻び表示され(時計動作 
コ □ ン点滅)タイマー運歷び解隙されます。 _ 

参このままであれば点乂表示「点乂します j び点なし、自動的に運乾を 
開始します。運転を停止ずる場含は、運転スイツチち「咖にしでく 
ださい。 


■タイマ~セット時刻-現在時刻の確認 


•タイマーたツト時刻の確認 

• 時計調節スイッチを「タイマー合せ j に含ねせます。 


ft 計含 ill 



午前 

ら•二1し1 


時計表示にタイマーたット時刻が表示さ 
れます。 


•現を時刻の確認 


• 時計調節スイツチを r 時計含せ」じ含ねせます。 



午後 


10： 30. 


時計表示に現在時刻び表示されまず。 


•確認後、時計調節スイッチは、必す「通常」位置にもどしでくださし、。 


待機時省電カスイッチの使用方法___ 

待機時省電カスイッチを「省電カモード」じじ、シトしでおくと、タイマー運較中および運顧厚止時に表示部を消巧 
しで、消費電でを 1 W に節約できます。 


■使用方法 



参「普電でモード J にすると営電カランプび'点なし、有動的に表示部を 
消なします。（運転やのじ、ソトは、運輯停止後約2砂で表示部を消な 
します。） _ 

• 表示部び消な中(こいすれかのボタン操作をおこなラと1分間表示部 
び点なします。 
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使用上のま意 




床暖の温度調節は、足元（巧暖パネルの表面温廈）の温度調節のためであり、部屋き体の温度調節ではありません。 
カーぺットの表面温度が'熱くなりすぎないよラ使南温度には十分ま意しでください。 


循環かの凍結予防（循環液のま入) 


暮冷地だけでなく暖かい地域でち凍結予防及び腐食予防のためじ必す循環液を入れでください。 

参循環液は必すコ□ナ床暖房巧循環液（別売品）をご使用ください。他の不凍液を使巧したり、混含したりすると 
製品の寿命び短くなります。 

参循環液は3巧を目安に入れかえでください。（開封した循環液ち含む） 


結露かの処理 


排気管【こ結露水びたまった場含は、お買いずめの販売店(こ点横を依頼しでください。 

本書の「特にを意しでいただきたいこと（まをのために必すお守りください）」の他(こ、巧の項目(こついでもを意し 
でください。 

•クリーニング店、美容院などの化等薬品を使ラところや温室、飼育室など、動植物の育成裁培に使用しないでぐ 
ださい。 

•雷が発をしたとき、雲（誘導雷）により一時的な過電氏びかかっでち、過電圧防止装置び磯器を保護するしくみ 
しなっでいますか、大きな雲（直撃雷など）の揚含は、電ろ部おを損傷するおそれびありますので、電源プラグ 
をコン t ントから巧いでください。 


自己診断モニタ 


ストーブにトラスレび発をするとトラプルのが態び設定室湿表示に記号表示（自 S 診挪モニタ）されます。 

この場含は「お障.異常の見分けちと処置ち法」に1〜22ぺージ）をご鬟のラえ、必要な処置をしでください。 

_ 〈自己黎断 モニター 覧表〉_ 

(聚 示 T 、 原：、； 、因、.’:;...苗;す輯:礙像方法、’1 


f 蒙泰 

原 、因、 •>;; お 

E 1 

途中 消乂 

E 2 

不着 火 

E 3 

E 4 

が 震た 動 

過熱防止装置作動 

E 5 

排気管巧け検知た動 

E 6 

ルームサーモ賴線 

E 7 • E 9 

停 電 

E 8 

疑似 乂炎 

E A 

EC 

燃焼用送風機異常検出 

ルームサーモ短絡 

Ed 

巧流巧送風磯異常検ぉ 


運き5スイッチを 
巧しでくださし、。 


空気サー S スタ温度異常 
表示サー S スタ温度 異常 
機巧サー S スタ温度異常 


P 1 

ボットず熱不足 

電源 プラヴを巧き、 

P 2 

ポット温度低下 

30 秒後に再び入れ 

P 3 

ポシト異常過熱 

直しでください。 

P 己 

薑板 不良 

(販売店に連絡） 

F 1 

熱をサーモ作動 


F 2 

湯 温サー 5 スタ ffi 線 

運転スイツチを 

iffl \ <f ド:: 3 り、 

F 3 

熱交保護サーモ作動 

す甲レし N /しごレ、。 


お願し、 


湯温サー S スタ短絡 


暴販売店に連絡していただく機は、表示しでいる自 S 繁斷ち二夕をお知らせくたさい;:’ 











II まき装置 


このストーブにはがのよラな安を装置びついでいます。 

すべでの安を装置は、異常び取り除かれでち再度点乂操作をしなければ運転は停比したままでず。 


ま全装置 


原因-作動結果 


処置方法 


巧震自動消乂装置 

( 11ご3 I 表示） 


•強い地震や衝擊を受けたとき 



自己診断モニタ I f 引表示 
白動的に消乂 


•地震じよって作動した場含、周 
囲の巧燃物、機器の損傷、巧ち 
れ、給排気筒のはすれなど冀常 
びないことを確認しでから点义 
操作をしでください。 


点乂をを装置 
燃焼制御装置 

隹フレーム□ツド 

rm 表示-圧互表示 

(途中消火）（不着乂） 


>点火 S スをしたとぎ 
>遗中失乂をしたとき 
►炎が異清にルさいとき 



白己診®モニタ庄。表示または 
E ] 表示 
g 動のに消乂 


•「日常の点検-寺入れ」（店^18〜 
20ぺージ）をしてから点乂操作 
をしでください。 

•なおち異舊がある場含は、お買 
い求めの販売店じごネ目談 < ださ 
し、。 


停電をを装置 

'匹で表示-圧!]表示 

(30 秒が上 ） ( 5秒む上、 
\ 30秒未満/ 


M 亭電したとさ 
>電源プラヴび抜けたとき 



通雲綾呂己設断モニタ LO 表示 
または 巧を] 表示 
白動のに消火 


M の場含、時計などのたット 

をしでから、点乂操作をしでく 
ださし、。 

►げ固の場含、遁電後再点乂操が 
をしでください C 

>電源プラブを確認しでください。 


適熱防止装置 

•過熱防止サーモスタット 

(ち） 95で 

(左）！05で 
参サーモスタット 155で 


ffy I 表示) 


>フィルタやス I -ーブの前面がふ 
さびったとき 

►ストーブの前面に曉害物などび 
あると含 

>熱交換器び異常に熱くなったと 
妄 



自己診断モニタ L £ 別表示 
白動のに消乂 


>原因を取り除いでから点火操作 
をしでください。 

サーモスタツトび作動した場含 
は、リじットボタンをま甲しで< 
ださい。 



ijt ットボタン 




D その他の装置 


B99SEI^HI 


排気管抜け検巧装置 


原因を徐數結裝 


参が気管の接続部びはずれたとき 

♦拼気管扳け検知巧リード線がは 
すれたり、断線したとさ 


IH 999 i 


•給排気筒およびが気管の接続部 
に、はすれ-ゆるみがないか確 
認しで <ださい。 

•排気舊おけ検知用リード線のゆ 
るみまたは、はすれ‘のれびない 
か確認しでください。ねじ 


(t b 表示） 

ク 

給が気商;^夕^ 



1 •白己診飾モニタ i £5) 表示 


fW 0 


•ストーブの運乾を停止 

給気□火 

排気管巧け 



キヤツブ 

検巧巧リード線 


燃焼巧送風機異常お出装置 

( I EF ! ] 表示） 


巧流巧送風機異常検出装置 

( 表示） 


週電流防止装置 

(表示部を消な） 


参回転数か t 異常に低下したとさ 

〇 

-自己診斷モニタ居則表示 
•ストーブの運輯を停止 


•◎転数が異常に低下したとき 

-自己診断モニタ！ fcD 表示 
•ストーブの運転を停止 


奉の部配線のショートによ〇過電 
流力 f 流れたとき 


〇 


•異常低下の原西を取り除いでか 
ら点乂操作をしでくださし、。 

•なおち異常びある場含は、お賢い 
求めの販売应(こご相談くださし、。 


•異常低下の原因を取り除いでか 
ら点乂操作をしでください。 

参なおも異常がある揚含は、お買い 
求めの販売店にごホ目談ください。 


参お買い求めの販売店に修理を依 
頼しでください。 


電流ヒューズび祝れ、すべでの 
運転を停止 


循環水週昇防止装置 
( I /こ JJ 表雨 

異常温度検巧装置 

(機巧サーミスタ） 

(fTsn 表示） 


参循積水び極端に減少したとき 
•循躁水か 1 盾環しないとき 


ク 


白己診觀モニタ 1 F ri 表示 
ストーブの運輯を停!！： 

►フイルタやス I -ーブの前面び 
ふさびつたとき 
>ストーブの前面(こ障害物など 
びあるとき^ 


ク 


白己診斷モニタ巧 Q 1 表示 
白動のに消乂 


•循環かの量を確認ずる等により 
循環水適昇原因を取り除いでか 
ら点乂操作をしでください。 

参なおも異常びある場含は、お買い 
求めの販売店(こごす目談ください。 

参原因をおり除いでから点乂操作 
をしでください。 

•なおも店固表示び出る場 S は、 
サーモスタツトのリじツトボタン 
を押しで < ださい。 

(厮 16 ページ） 


参燃焼かに停電したとき、再通輩直後 （[ lU または圧ミ]表示)点乂操作をずるとに直 J 表示；び出ることびあります 
び、これはストーブの温度び一時的に上昇ずるためで異常ではありません。 4 〜 5 分ちがした後(こ点乂操作をしで 
<ださい。 














誦曰ちの点検•手入れ 

点検-手入れのときの注意 

点檢-手入れは消乂後、ストーブが十分爲えでから必す電源プラクをコンたントからおいでおこなってください。 
G 么ミ主意 I 電気部湿の分解や市販品との巧換は絶巧にしないでください。 

点檢•手入れのぶ、要項目、時期、方法 

■周囲の可燃物（使用ごと） 

参 ！么注意^ ストーブの周囲は、萬に整理，掃炼し、燃えやすいをのを置かないでください。 

■ほこり•巧れ（使巧ごと） 

参ほこりやちれをそのままにしでおきますと、ミをびしみたりしで危睽です。 

ストーブはいつち清潔にしでご使巧ください。 

■油もれ•油のたまり•油のにじみ（使用ごと） 

•置台 • ミをタンクに'油ちれ-ミ由のたまりや油のにじみが巧:いか、ときどき点検しでください。 

また、給猫の際にこぼれたな油はよくふきとっでください。 

•ミ由ちれがある場合は、お賣い求めの販売巧じ修理を依頼しでください。 


■コム製送ミ由管の点検-交換の目安（シーズンの巧め） 

に否尋 

参 IT ム製送な管は、屋^で使巧しないでください。 

屋がでの使用は禁止されでいまず。 

•屋内で： r ム製送油管を使用しでいるときは、膨漓、収縮、変質、変お、ひび割れびないか確認し 、欠烏びあ 
るとさは交換しでください。 

交換の目安は、3をに^厦です。 

■油タンク（シーズンの巧め、適時） 

隹ミ由タンク巧はがやごみびたまりやすいものです。給ミをのとき、点検しでください。 

油タンク巧のが抜きおよび掃除は、油タンクな属の取扱説明書 I こしたびっておこなっでください。 

■給排気簡の接続部のゆるみおよびトップの周囲（使用ごと） 


お排気筒 



( P 40 4種 D ) 


•給排気筒およびトツブの周圃に障害物を置いでいないか、ときどき点検 
しでください。 


メスオスエルボ 



♦給排気筒かつまりまずと、不完を燃焼をおこします。シーズン初めには 
必す点検し、くちび巣をつくったり異物び入っているときは、必す掃除 
しでくださし、。 

参給が気筒および排気管の接続部がはすれたり、排気管抜け検知巧 U — ド 
線びはすれたり、敞線しでいないか点検しでください。 


•給排気筒を一度®りはすしで、再び取り巧けるとぎ、が気管の接続の部 
にはめこんである〇リンヴが破損していないか確かめでください。 


•浊 IHB 

参破損しでいた場含は、お買い求めの販売店に交換を依賴しでください。 
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■定油面器のストレーナの掃除（適時） 

参定ミ由面器には、ごみを除くためのストレーナがついでいます。ごみびたまると、灯巧の流れをさまたげで不着 
乂や途中消义の原因となりまず。次のよラに掃除しでください。 




参'油タンクの送油バルブを閱じでください。 



•ストレーナの掃除□に八ガキなどの晨紙を差しこんでミ由ガイドを作り、 
その下に容器を置いてストレーナの止めねじをゆるめではすしでくだ 
さい。 

定油面器の巧れたなミ宙やごみびを部流れがます。 

黑 

▼ 

参ストレーナを取り化しで、きれいなな油の中ですすぎ謀いをしでくだ 
さい。い J < でなわないでください。） 

組み；むてをときは .;V 

參ストレ与ボゴムパッ单シ灌をれないよう(こしでください。 

♦ストレ學沪を遊(こ入れ蘇いでください。また、廣部(黒色)び必す 
: を橫じ錢髮ように驭り汾けでください。 

:善ストレ丢ホの比めおおを圈くしめ符けでください。 

,♦油をれが葬いか雜颤じでください。'、' 


■フィルタの掃除（週に1回 1 U 上） 

•巧流用送風機のつィルタびごみやほこりで目ブまりすると、送風力び弱くなりが気温度上昇やストーブの表面湿度 
力ぐ上昇する原因になります。（過熱防止装置または機巧サー S スタの働さで運転か 1亭止する場含びあります。） 
運輯を停止しでから巧の要領でストーブ裏面のフイルタの掃陈をおこなつでください。 



参左國の矢巧のようじフィルタを上に引き出し、ストーブ裏面から耳又り 
はすしでください。 

M 

•フィルタに巧着した(まこりを掃除磯で吸い取つでください。 

畢 

参掃除び終わりましたら、ちとどおりに取り巧けでください。 



G 么ま意 f ブィルタを借等したまま送あしないでぐださい。 
フィルみをはすしたが鑛す達転しまずと、，カーテンなどを巻きこん 
で义淵こなるおそれが あ： ります。また、季などをふれるとけがをず 

るおそ嗯りまち;巧 ，.:.: i 


■地震などの災害が発生したときの点お 

•地震などのが害が発をしストーブに振動や衝擊び力日ねったときは、運転前に必す次の点検をおこなっでください, 

• 給が気茵まわりのはすれ、もれの確認 
-巧巧配管からのちれ確認 

点検で異常か f みつかった場含は、お買いずめの販売店[こ修理を依頼しでください。 
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2. シスターンタンクのキャップをはすし、給水刀'イドを取り巧け、水 
位計の規定水位（上限が位）まで循環水（床暖房専巧補巧液）を入 
れてください。 


■循環水の補給（適時） 

•シスターンタンク巧の循環がは、かしすつ蒸発しますのでとさどき確認しでください。循環か力す不足しでいる 
揚含は、そのつど規定水位まで床暖房専用補巧液を補給しでください。 


給水方イド 




1. ストーブ在側面の給水□扉を開き、給水巧イドを取り出してくださ 
い々 


♦ コロナ純正巧暖房巧循環液は、凍結予防の他に床暖房に使用される機難（ストーブ*床暧パネル，配管部踊 
など）の防鏡効果を貸のにがられた婚環液で、すでに純水で適正な濃廣に調含しでありますので試違転時に 
はこのままス1-ーブじ入れでください。 

• 他な銘柄の妨鐘剖、不凍液（特に車兩巧など）を使巧したり、潑含したりしますと防請効果力*発揮されす機 
謗の麻女'性びそこなわれたり、結度があねすポンプのな能が十お発揮されすに谦騰しでしまラことびありま 
す。 

•循環液は、常温では引火しませんび、加熱されたストーブの上などにかかると着乂ずることがありまずので 
取り扱いには十分ま憲しでください。 

• 循環液は3をを目勃こ入れかえでください。（開封した循環液ち含む) 

•循環液の凍結温度は、一2〇でじ調含されでいます。 


■ミ届か配管の水ちれの確認（適時） 

参ストーブ巧部や通水配管接含部から水もれびないか確認しでください。 


圓定期点巧 

長期間ご使巧 I こなりまずと、ストーフ'の点検が'必要です。 

2シーズンに1◎程度、シーズン終3後などにお質いあげ店または修理資格蓄〔(財)日本有ミを燃焼機器 
保守協含 （TEL 03-3499-2928) でおこなラ按術管理講習含修3著(石油機器技術管理±)など〕のいる 
店に点検の頼されることをおすすめします。 
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温が骄舊がご測お r いる。濟朱パルブが親じでいる 


シスタ…ンめ猶嚴み坏遣 


電藏霉度が C 100 V ). が魅くなっている 


給が気窝卜、ジプ先端がおおわれでいる 


停鸾ぴあった巧妙おと30砂ホ満一，£9表示.) 


蒙ホ) 


長時簡棒霉があった巧0移むと 


つレームロッドにずずがを塞に巧运した 


絵辨気筒倭搞部びはすれでいる。すきまがある >. 
排気皆觀サ検賄麻 IJK ド線端导接続のゆるみ 


姐をれがある 


お辨绩璋のうまり; 


ルームサーそ取が位塞び寒い 


おが気筒王拳不邁当めためが風現象がある 


溢溝 L 吹お日の前に瞎塞觀がある 


巧流用送敬綠のクイ保女にほこりがたまった、 


おが気銜の穀展び磬華通のでない。排窥送が長すぎる 


を滿窗藉にが、ごみの眞ブまりびある 


ゴム製を油營に空気だ家りがある 


を總バルブが蘭をうでいる 


送い跑疫があった。または、ストーブに密をを每えた 


驾源プラグをコンた:ントじ塞しこんでいない 


PP 


P 


巧 


fH 


■使用中に異常びちりました5、次表により原因を調べて処置をして<ださい 

原因びわからないときや処置びむすかしいときは、お買い求めの販売店、またはお近くのコロナお客様 

ご相談窓□(こご連絡ください。 A _ 一 >心 

X 設定室通表示に有己彰断モニタび表示されます。 


函が障-異常の見分け方と姐置方法 


■巧のような現象は故障ではありません 

修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


祝めで使巧するとき、煙やじおいび出る。 

耐熱塗料やほこりか f 焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

ずぐに点火しない。 

予熱点乂ち式のためず熱時間が2お程度必要です。 

(ず熱時間は室温により多か変化します。） 


本体の部か t 熱により膨張、収縮ずるためです。 

点乂晓に「ボン」と音びする。 

点乂するときじ発をする着乂音で、裏常ではありません。 . 


C 点火しない) 


点义時•消乂時 


巧停霉) 


、様のサ〜 S スタ) 
戸湿度異常 


22(疑似义炎) 




















































i ■■ 

I ■ 
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温か配管のつぶれを直す。温水バルブを開く 


規定水位まで捕巧液を入れる 


ミを意「霉源の接続 j 


’•'2 ページ）の巧容を点樓する 


おおつでいるものを巧り陳く 


再度点乂操作をする 


設定室温、骑刻などをたットし再廈点乂操作をずる 


すずを取り除く（販売店に修理を巧頼する) 


給排気筒接続觀のはすれを直す 
ゆるみを直ず 


ちれ這所を締め直す（販売店に修理を依頼する) 


給が気窟を掃除する 


適正な位置に取0巧け直す 


給が気筒の巧りなけを適正にする 


障害物をおり腐く 


フイルタのほこりをブラシなどで掃除をする 


薑華通りに設置する 


送盛/ 姑ブをしめでストレ-ナをが: A 鱗をする：ぶタンクの水を巧< 


3ム製ち溢管をおる。山おになつでいる所は平らに直す 


送油ノ\ルブを閲く 


19ページ「松震などのお囊が凳をしたとさの点検 J の点検 
頃司を据認し、還乾スイッチを禪し置し再爲义ずる 


=1ンたントに體実に差しこむ 



青おの中に黄色い炎(ホ乂)び混じる。 異帯ではありません。 


給排気筒の先端から連続のに白煙び化る。 

外気温が低くなると、排気方スりにふくまれでいる水壽気び白く見 
えるためで、異萬燃焼じよる白煙ではありません。 

な油ぎれの隙、一瞬おび大きくなつで消乂する。 

異常ではありません。 

停電したときの再通電直後（〇または 
01 表示）点乂操作をすると、星国表示 
が化ることびある。 

停電じよりストー:/の温度び一時のに上昇するためで、異常で 
はありません。4〜5分冷就した後に、点义操作しでください。 


音をたでで燃える 


ガラス円筒がすずける 


炎が大きくならない 


室温び傾いのじ火び 
太き<ならな S 


電源が入らない 


振動び大きい 


沸騰音がする 


正常運転するびパネ 
ルびあたたまらない 


黒煙を出しで臟える 


燃焼時•その他 








































面部品交換のしかた 

■部品交換のとをの注意 

么江意 I 不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整カタ必要な場合には、お賈い求めの販売店または、 
修理資宿着〔(財)曰本5巧燃焼磯器保巧協ミでおこなラ技術管理講習を修了着(扫油機器巧術管理±)など）のいる販 
売店にご相談ください。 

却な巧換は□□: M ^ IEpRon とご巧ちください。 

部嶺ご入巧の際には、コ□ナ製 轟、 歌扱敵売店で縣す：! ロナ鈍正獲 品とご指をください。 

純亞部品が：外の部馬をご使用じなり卖すと、傑能が十おに発撰をれないばかり力皆スト^ブを援傷したり思わ娘 
事故の原困になります。 ：..，，,,，.，、、 - - 恥;;:;,..： 


消耗•劣化しやずい部品（交換びぶ^要な部品) 



■長巧間の使巧により消巧-お化しやずい部品 

♦バーナヘッド •電極(点乂ブラブ） 

♦バーナヘ、ジド IJ ング •フレーム□ッド 

心... 

■巧質•不純な巧の使巧により劣化しやずい巧摄^ 

♦フレーム□ッド •気化筒 •電磁ポンプ 

. _ _ J 


隨呆管 (長期間使用しない場を） 

おしまいになるときは、曰常の点検•手入れの項を参照し、巧の要領で保管しでください。 


1•里源プラグをコンたントからないでください。 

♦ 長期間使巧しないときは、電源プラブを抜いでください。 


2•巧タンクのを油パルブを閉じでください。 

3 •フイルタの掃おをしでください。 （鼓 1 9 ペ-ジ）_ 

4 •定油面器巧の灯巧をすべて巧き取つでください。 (肢ぞ 19 ぺ-ジ) 
5 •本化のごみやほこりを取つでください。 

•掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 


6•本化をしめらせた巧で巧れををとしでから、からぶきしでください。 

7 •ストーブは据えはけたまま巧含してください 

•温風吹お□や背面のフィルタじほこりなどか了こまらないよラカバーなどをかけでください。 

•どラしでも取りはすしで保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしないよラおしまいく 
ださい。 

•巧暖の配管を接続したままで保管する場含は、上限水位まで補給しでおいでください。 

•ストーブのの循環水をおいで保管する場含は、エアー抜きバルブを開いでおき、エアー巧さバルブ配曽巧ち乾 
燥させでください。 

•巧シーズンに据え巧けるときじは、必すお質い求めの販売店(こ依頼しでください。 


* 取扱貌お窗を大のに保管しでぐだ凌い。 

-■ - . - - ■-- / : -.y. ..... .. 
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仕様 

诏滞を微ながみ蜡隙;茂;みみ;;:;を:ぶみ没な沉もがぶ;;ミみを?:が 


聖 すの 呼び 

UH-FGX70K 巳（薑本型前 JH - FGX70K5) 

種 類 

気化式*屋巧巧-強制給排気お*強制対流お1床暖房巧 

点乂 台す 

電気点乂武 

便 巧 燃 釋 

な迪 (JIS1 号な油） 

燃焼が 態 

最大 

最小 

燃将消費量 

床暖房選転 

0.78しか 

0.22 し /h 

ストーブ単独遷起 

0766 L/h 

0.20L/h 

発熱量 

床暖属達転 

28.890 kJ/h 

8.150 kJ/h 

ストーブ単独運転 

洗, 370kJ/h 

7,410 kJ/h 

熱効率 

床暖房運乾 

86.6% 

87.5% 

ストーブ単独達転 

86.0% 

87.5% 

暖房おで 

床暖房運転 

6.95kW 

1.98kW 

ストーブ単独運転 

6,78 kW 

I.SOkW 

最大床暖厚 

i 出た（床暖房遵転） 

最大燃焼時 1.51kW 循環水量 180L/h 

熱効率 

最 高 

87.5% (床暖房及びストーブ単独運転目盛微少のとき） 

最お 

86.0% ( ストーブ単独違転呂盛大のとき） 

標準適室 

巧暖房運転 

温暖® 

木造29.5がり8曇）コンクリート41 .5 が （25 曇） 

寒冷地 

木造29.5が （18 曇）コンク IJ ート 48.0m (29 曇） 

ストーブ窜独運転 

温暖地 

木造 29. 5が （18 薑）〕ンク1」ート39.5が （24 曇） 

寒巧が 

木造29.5が （18 曇）コンクリート46.0がに8置） 

本体 水 容量 

2L (器真の蔵シスターン上限が位時） 

床暖房巧熱交換器の最高读用廷力 

' シスターン大気開放 

外お寸 法 

高さ600 mm 幅 698mm 奥行 298mnn (置台を含む） 

質 "^1 

33.5^:資 

電源電旺及び圍波数 

T00V 50/60HZ 

定宿消費電力 

床暖房運転 

最大消費電。 880/880W (点乂時） 

燃焼時消費電力 50/60W 

ストーブ単独運転 

r 最大消賢電た 860/860W (点乂時） 

燃焼時消費電力 31/33W 

床パネルの接続面積 

4.5 〜16.5が （3 〜10量）（最大燃焼時） 

温か 配管 接続 己 

が径08のの二、ソブル 

給が気筒の型巧の膊び 

QU4-8A 

給が気筒の顿び径 

D40 

給排気筒の壁貫逼部の孔径 

み 75mm 

排気窺度 

床暖房運振 

260で料下 

ストーブ単独運弦 

26crcii (下 

電流 ヒューズ 

5A • 1 5A 

まを 装置 

巧震白動消义装置 • 点乂安全装置 
燃焼制御裝置-停電安全装置 • 過熱防止装置 

その他の 装置 

過電流防止装置-排気管おけ検知装置-燃焼巧送風機異常検出装置 
巧流巧送風機異常検出装置-循環水過昇防止装置 

1 す属お 

給排気筒たット1組-スリーブ1個-遮熱板1個.本体固定を具2個 
バックチユーブ 2.5m • コ r ム製送油管締巧バンド2個，凰量制御板1個 


標準適室は、巧回を人•曰本乃ス百油機器工業舍の算ぞ暮準じよりまず。 
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(2ぁ § □ 表示部 
脯 ） g □表を部 


白ホ胸 白 〇 

最3離スイ、ソチ熱□護操た部□謹 ㈱ 

邹倦 一^_ 操作部 PI : 麻‘ 

□ ;瓦 U 白 


S □ 表示部 


B □巧震 


e □ボットサーミスタ 

fen TF パルス 
實 U 

穫厂 I 電磁ポンプ 

赤 U 
を 

些 ri 巧流巧 一一 

酉 U 送風機 一 r — 


サーミスタ^ 
黒イ 

□妻 L 

機巧 

サーミスタ 


§ □値!ンブ 

ホ□ポも 


ズ f 

5A ズ 


ーサー ミスタし 

熱なサーモこ：緑 
ルームサーモに]白 
湯遍サ ー S スタ D 灰 
サーモスタ、ント亡]青 
過熱巧止 [ ~1 m 

サーモスタット 

灰 

燃焼巧緊 
送風機 U I 

フレームI 12 
ロッド し1黃 

排気茵タレ□灰 
イヴナイタ I [撞 

ア クチ ユエー タ I 1奈 


電源 


ァ-ス [ 〇) 


困アフターサービス 

■保証について 

•この〕□ナ百ミをストーブ(こは保証書が巧いでいます。 

保誌書は、必す「お賢いあげ曰、販売店爸」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取りください。巧客 
をよくお読みのあと、大のに保管しでください。 

参保記蘭間はお買いあげいただいた曰から T 年闆（本体）です。（燃焼部分は3年間） 

•巧のよラな原因による S が賽および、事故につきましでは、保証の対象になりませんのでま意しでください。（詳し 
<は保証書をお読みください。） 

■変質な油や不純巧独など、またな油科外の燃料使用によるお障や事故。 

■誤った使巧ち法による故障や事故。 

■修理を依頼されるとをについて 

•「故晴■異常の見分けちと処置ちミ去 K 庭 r 21• 22ぺージ)の項にしたがっでお調べください。直らないときは、ご 
使巧を中止し、必す電源プラブを抜いでから、お賣いとげの販売巧にご連絡ください。 

•ご連絡いただきたい巧客は次の通りです。 

①品名|參型式の呼び@お賣い上げ曰@故障のがミ兄（出来るだけ真体的(こ） 

•修理に際しましでは、保証書をご提示ください。保証書の規定にしたがっで、販売店び修理させでいただきます。 
•保証期間び過ぎでいるときは、修理すれば使巧できる揚台には、ご希望じより有料で修理させでいただきます。 

参ご不日月な点や修理に関するご相談は、お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されでいる「お 
客様ごす目談窓己 J じお問い含わせください。 

•修理料金は、按術料、部品巧、出張料などで構成されでいます。 

■腑用性能臟について 

♦碧註では、この製品の補修猜性簾郭品を製造打ち備む變ん7年探稽しでいまず *. . 

♦補修用巧能部爺とは、その製爾の纖能を維持するために傲要な部撮でず。,、’' 

麵が瞭 * 1^3の瞧の沪!^[$£ 

♦お賢い上げの販売唐または、ごの歡扱說明護の窠蒙紙に記載考れでいる「お客樣ご相談怒 OJ じご達絡くだ妻い。 
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プリント配線板端子配置國 





麵据え付け 

据え付け工事は販売店に依頼ずる 

み巧を该谋沒ぶもをお夕なぶ:;巧お;ぶ。だみ;.を:;: y 心ぷう:' た;な二;：•ごち;で:;巧::;巧き;;巧さが;お巧;さ;み;欲苗ぞ鸣;ちだを巧絡操 J 滅おがが;イ: r 巧ぷみぶが;みおをなな^がみをか《ぷをミお己占がぶ^!を練煤さ^^法巧巧み;が K を巧ホでホが巧ちを3；お K みちミががおぶお;ぶぶがをななで巧;な i; 鼓巧ミがあを巧?載み 

据えなけや移動工事は販売店または据え巧け業畜にの頼し、お客樣ご白身では巧わないでください。 

据え付け場所の選定及び標準据え付け例 

お;だ徽みみ;燃が散お猫が;.巧もぶな;。みぶだ。一みぶ说ふ'みなな喘涩资•馈お雜纖姑 g 報場おがが^あ«^鄉=なお巧がみ.';-が-化夕おづ巧鮮拱*ぷ微略が該お遵を報徽^^識8^お繳?^幾微单み换が裕が梢级«^谢辨槐お嫌がが解—搬が筑钱教がお錢舆^^^«^^^深该殺がお 

据え付けについては、乂お予防条例、電気設備(こ関するお術薑華などまちの薑準か> あります。工事説明書（工事編） 

の「特にを意しでいただきたいこと（安全のために必すお守りください）」をお読みじなり、販売店又は据え巧け業 
畜とよくご相談ください.また、「標華据え巧け例」についでは、下國を参照しでください。 

標準据え付け例 

'； をが猫み;おが;滞み紙;'おおだ:をせぶ媳お-お:;帯が巧わが;ご齡ぷが巧。を;输ぶだみ;錦為ぉぉぉ《絲か凑稱み诚^が稱础を巧巧ちみぉぉ;が巧被ぅ就ぉみ3搬ミ战膊7巧縣ぉ资稱關错§«11:*»^£煤がぉ滿敢驚ヴぶ¥^於ぶ梓徽巧ぉな锁巧沒嫁《@?«^^^?8；^8«??^ぉがが1^ぉ紛殺涼を填没が巧巧穿解た 

ストーブの据えがけは下図を満足させる位置に煎り巧けでください。 





•側ち障害物は、両側にあってちよいび給排気筒と障害物、巧燃物との距離は 45 cm が上とっで<ださい。 
•前方におや建物が'ある場含は給排気筒先端と前ち障雲物との距離は 60 cm じ(上離し、かつ上ちおよび兩側ちじ気 
流を狙止する障害物がないよラにしでください。 

•給排気筒下面は地面から 20 cm が上離すよラにしでください.なお積雪地域では、給排気簡先揣び雪でふさがれ 
るおそれのない高さを權保しでください。 


[マントルピ~スなどに設置ずる場合のストーブ周圓寸ま] 


なを養 I 


，.、、'.巧燃巧 r 




防乂な能認証扇でずので巧の寸法で設置でさます。 


♦テレビやラジオから1 m 於上離しでください。 

•点検 > ま入れのためストーブ左ちの離隔距離は、左側 25 cm が上、ち側 20 cm な上にしでください。 

•熱に弱い力一ぺットや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることびあります。 

•木造の建物で璧に方タルラス張り、ワイヤラス張り、またはを属板張りをしである場所(こお排気筒を通すと妾 
は、それらの金属部に接しないよラに電気の絶縁をしでください。 

•壁に巧をあける場含、璧のの部じある電気配線-巧ス ■ か道の配管にあたらない場所を還んでください。 


26 


這)下げて巧く 




♦遮熱板の取付方法 

1•前面ガードを取りはすします。 

図の①部を持ち上げで□ッド下側を抜香、 
次に③部を下げで□ッド上側を抜くと、 

③前面ガードか^享前に回転しではすれます。 

2. 遮熱板を巧り巧けます。 

取りなける日ッドの位置（下から5本目と 
7本目）と中/むを確認し、□ッドをかし 
押しなびら遮熱板をはめ込みます。 

ほラろラ加工を痛めまずので、□ッドの 
巧し過ぎに'ま意しでください。 


3. 前面ガードを取り付けます。 

はすした時とは逆のを順で、□ツド上側 
から差込み、持ち上げて下測を差込みます。 

参位置を間違えますと、遮熱の効果が得られません。 
正しく取り巧けでください。 


給排気筒を延長ずる場合のま意 


参給が気筒を延長する場含は、 3 m 3 曲びりお下で取巧けられる場所を選定しでください。 

積雪地区におけるを意 


参積雪の多い地ちでは、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないよラな取巧場所を選定してください。 
また、風びよどむよラな場所では、排ガスを再廈吸い込んで不完全燃焼を起こすことがあります。 

据え付け後の確認 


据え付け力 《 終わりましたら、ちラー廈、工事説明書（工事編）の「特にを意しでいただきたいこと（安全のため{こ必 
すお守りください）」をお読みじなり、工事説明書（工事編）（こ記載されでいるとおり据えなけられでいるかどラか 
を確認しでください。 

遮熱板の取付方法 


♦遮熱板はストーブ前面の巧面の湿度上昇を防ぐちのでず。 

熱に弱いカーぺットや巧の上で長時間使用すると、変色したりそり返ることがあ 
りまず。 

巧面の温度上昇び気になる場合、下図のよラに遮熱板を前面ガードに取り付けて 
<ださい。 


下から7本目 


下から5本目 


つとる 
入こす 
にる認 
ソレお 
云でを 
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試違転は販売店または糖な業著とごいっしよ(こ必すおこなっでください。 

■運旣準備 

♦ な^ま意1 電源プラグをコンたントに根元まで確実に善しこんでください。 

•油タンクに給油し、送ミ由経路の空気おきをしてください。 

•送ミ由経路やス I ブよりミをちれびないか儘霜しでくださし、。 

•配管途中にバルブなどがある場含(こは、全開にしでください。 

•定巧面器を 1 z ツトしでください。（こ:：^定油面器のじツト8ページ） 

参タイマー運輕になっていませんか。 

■循環液の給水方法 

1 . 給か前に エアー おきバルフ’び全開になっでいることを確認しでください。 
(工場お荷時には開いであります。） 

必す全開にしでください. 

2. ストーブを側面の給水□扉を開き、給水乃イドを取りがしでください。 

3. シスターンタンクのキャップをはすし、給水ガイドを取り巧け、?火位計の規定 
が位(上限水位）まで循環か（コ□ナ巧暖房巧循環液)を入れでください。 


4. 運輯スイッチびけ則になっでいることを確認しでください。 

5. 操作部の床暖切換スイッチを「ストーブ床暖」にたットしでください。 

6. 操作部の床温調節ボタン「高」「お j を同時に5秒間巧し続けでくださし、。 

•循環ボンプび選處を簡始しまず。 

( 表示部の巧暖表示部分び点滅します。） 

7 . 器真のを碧面にある往きと戻り両方の温水ジョイントのコックを「開」にしで 
ください。 

•2 ◎路配管の場含は、頂目7、8を1回路すつおこなっでください。 

8. シスターンタンクの水位力ぐ下びり始めますので上限水位まで循環液を給水し 
でください C 

(シスターンタンクの水位が下びらなくなるまで給水を続けでください。） 

•湿水配管施工などの関係で、エアーおぎパルブではエアーが振けきらない 
場含は、なの方まびあります。 

'温か往き□のコックを「閱 J にしで湿水配管接続をはすし、コ、シクを開 
いで循環水をかしすつ流し、エア^を叛く 
、(循環液がこぼれないように容器を用意しでください。） 

9. シスターンタンクの水位が下がらなくなったら循環液の給水は終言です。 
給がガイドをはすし、キヤップを確実に締め这んでから給水カイドを元に戻 
しでください。 






試運乾 


:巧攝致々;みが純ぉ;;紙巧稱を法が其をぶちち奴な巧お械巧澳棘觀带をでお没巧巧城游巧巧おがを煤娜巧が謎が泌载带ジタ辨城が齡锅紙が券哉^額揉游煤媒お殺煤お游^^^ 










2. 温か配管経路に水ちれのないことを確認しでください。 

3. 異常びなければ乂力調節つまみを「微か J 〜「大 J じ設定しでください。し 
ばらくしで床暖パネルび暖かくなることを確認しでください。 

•おのが態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎（ホ乂）び混じつでち異常 
ではありません。 

4. 2回路配管 （2 部屋配管）の場をは A 回路- B 回路のそれぞれ温水なき□•温 
水戻り□び間違いなく配管されでいることを確認しでください。 



>運輯は、ストーブ床暖房運転でおこない、正常に運輕ずることを確かめてください。 


a 脚ブ晒镑讚粒 


運転スイッチを巧しで「入」じしでください。 

参「点乂します」の音声と同時に点乂表巧「点义します」か> 点なします。 

• I ご注意]巧めでお使いになるときは、耐熱蓬巧などび焼けで煙と莫いがで 

ます。窓をあけで部屋の換気をしでください。 

参約2分後、点乂表示力で背灯し、燃焼表示か t 点なします。 



常 


10•エアー抜きバルブを r 簡 J にしでくださし、。 
参循環ポンプの運乾音び静かになりまず。 


11. 温水配管経路に、水ちれのないことを確認しでください。 

参運較の違中で床暖パネル等に水ちれびあった場含は、操が部の床暖の換ス 
イッチを「ストーブ単独」(こしでください。循環ポンプカず厚止します。 

(表示部の床暖表示部みは点減したままでず。） 

ふたたび運乾を開始する時は巧暖祝換スイッチを r ストーブ床暖 j にしでく 
ださし、。 

12. 異常のないことを確認したら完3でずので操作部の床温調節ボタン r 富」「低 J 
を同時(こがしでください。循環ポンプカタ停止します。 

(表示部の床暖表示部みわぐ消のしまず。） 



運乾 




エアー抜きバルブ 
問のとぎ 

^閉めの時：溝が縦^ 
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■消义の手順 


ストーブ床暖房運転 


•運転スイッチを押しで「切」にしでください。 

「消乂します」の音声と同時に燃焼表示が'消灯し、消乂表示「消乂します J 
び点にします。 

•消乂後は本体内部がち却するまで送風-循環を継続し、約10分後(こ巧流 
巧送風機、循環ボンブび停止します。 



•圧常運転しない場含は、21〜22ページ「故障•異常の見好けちと処置方法」を参照しでください。 

•保守.点検.長期間の保管などのために循環水をおく場音は、エアー巧きバルブを開いでおこない、エアー 
抜き配管の水の携かをしでください。 

•長期間の保薑後、再び設置する場含も「試運輯」の寺順にしたびい試運鼓をおこなつでください。 
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